
まえがき＝現在，青森県六ヶ所村に建設中の日本原燃㈱屋）は，再処理
施設が稼働した際に発生する低レベルの放射性廃棄物を
5年分（ドラム缶換算で約50 000 本）貯蔵できる貯蔵エ
リアを有しており，地上 2階，地下 3階の鉄筋コンクリ
1．2　基本仕様（処理フロー）
　上述の基本構想をもとにDB建屋に採用した技術は，
動力炉核燃料開発事業団（現：核燃料サイクル開発機構）
再処理工場に納入し稼働実績のある無人（自動）フォー
クリフトと，当該無人フォークリフトごと搬送物の階間
移送を可能とする垂直搬送設備である。図1にその処理
フローを示す。
　この処理フローにおける特徴を下記に示す。
1）　物流効率の向上，保守・メンテナンスの低減を狙い，

無人フォークリフトごと搬送物の階間移送を可能と
するエレベータ（積載 1ｺ巢）を設 したî











役駆動系で構成されている。救援車は限られた運転パタ


